









A Study of the Rono Journal : Reexamining the





































の整理はよく行き届いたもの いえ ここに示され ような射程を探求する研究が近年にも見られる︒ とえば︑ 方詩人と丸山薫︑高村光太郎をはじめとする疎開詩人との広域にわたる﹁結び合 いの様相は藤沢太郎によって実証的に明ら にされようとしており
（
5）︑






























































ノ内町に生まれ 重男は︑三六年に早稲田大学哲学科に入学し︑出隆ゼミに出入りする中で︑松浪信 郎︑堺誠一郎らを知る︒文学や哲学に関心を寄せ︑とりわけ マルローやベルジャーエフ
（
13）には強
い関心を持ったと言われる︒単位不足で三九年に大学を中退した後︑四〇年に結婚︑翌四一年 は招集により入隊するが︑四三年に病気を理由として招集が解除され帰郷︒産業報国隊からの派遣員として縁戚にあたる青柳六一郎が経営する米沢航空で働いた後 山形県飯豊町に疎開︑終戦と離婚 経験する︒四六年以降は郷里と東京を行き来する生活が続き︑この間︑熊本日日新聞東京支局勤務やバー皿洗い︑美容品の行商などの職業 してい が 実 を営んいた家族や親戚から 支援が彼 生計の大きな部分を支えていたと推測される︒　
放浪に近い生活の中︑詩作を志していたこの時期の佐藤に強い影
響を与えた存在としては 招集時代 初めて手紙を出し︑ 六 九月に疎開先で面会し 高村光太郎︑日比谷公園で戦災孤児救済の活























































































































































































































































































































































義運動月刊誌』についても︑四六年刊行号の大半が所蔵されている︒この『民論』四六年 月号の﹁編輯後記﹂には︑ ﹁大河内一男先生の論文は︑先生旅行中にて本 掲載不可能 ため次号へ掲載いたしました﹂と 断り書きがある
（ただし実際の掲載は佐藤蔵書及び﹁大








我々は天皇の本質を歪曲した感情論的罵言主義を打倒せんとするものである︒同時に又観念論的絶対主義神秘 振り翳し天皇を階級支配の手段とし正義と真理をじうりんする如き反動分子の護持論も打倒せなければならぬ︒天皇には二面の性格がある︒政治的機関︑権力関係としての天皇と︑日本民族社会の構成要素としての天皇がそれである︒前者を政治 天皇︑後者は民族的︑社会的 と云つてもよい︒前者は日本政治史の全発展過程を通じてその権力内容を異にして来た︒後者こその本質であり︑日本民族 全発展過程と共に存在 不変であると云ふ歴史的事実に基づくものだ︒
︹︙︺
我々は民族社会の崇
















用前半部分における佐藤の天皇制に関する主張はその亜種として理解することも可能であろう︒しかし︑ ﹁民族的︑社会的天皇﹂を﹁崇高な象徴﹂として﹁愛慕﹂の対象と位置づけること︑さらにそうした﹁象徴﹂のもとに﹁身 寸鉄の武器なき﹂ ﹁絶対的平和国家建設﹂を主張する段における口吻 は︑ ﹁社会主義者となられる希望は薄い 現天皇の退位をすら唱えていた
（
22）戦後の佐野ではなく︑む

































































前衛は何よりも精神的力の旺盛な人間でなければならぬ︒人一倍強い勇気︑闘志︑創意性︑名誉を重んずる心︑直感力︑計画力等が必要な属性である︒状勢や運動の全面を展望する能 は不屈の闘争をつみかさねてゆくうちに遂には本能にまでなつてしまふ︒かくして彼は歴史の大勢にリードされずして︑むしろ︑これをリードするやうに る︒／前衛は強い個性︑強い自信をもち︑且つ自己犠牲を恐れぬ ある個人でなければなら い︒彼の闘争は自己一身の利益 快楽のため なく︑徹底した愛他主義が彼の内部に流れる 大いに自己を愛す 事と 大 他人を愛する事は一致する︒前衛は危険や苦痛をむしろ歓迎する人間である︒危険や苦痛こそ︑ を訓練し且つ全社会を発展させる最高級の力である︒


























すなわち﹁我々の作品は︑歌に身を曝す行動そのもの﹂なのであるから︑結果に奉仕する﹁プロパガンダ小説﹂は真っ先に批判の対象となる︒ ﹁一国社会主義へ﹂という目的論的なテーゼが揚棄されるのはこの観点においてであり︑逆に︑どのような﹁作品﹂ ＝ ﹁行動﹂にも︑恣意によって﹁前衛﹂を認めることが可能に る
（
29）︒こうした
ロジック も ︑ 『労農』第三号誌面にお ては︑先に見たように︑政治論文と同等以上の扱いをもって古今東西の文学作品が 前衛﹂性を示すもの してとりあげられることになった 考えられる︒
　
その中でも扱いが最も大きなもののひとつは︑先にも触れた小松





























農』は先行する雑誌に範 取ったも と思われる︒国際日本協会が発行した雑誌『復興亞細亞』が佐藤の蔵書に含ま が︑その誌面






四六年九月号掲載﹁読者の皆様へのお願ひ﹂には︑ ﹁民論の正しきコースを実現し︑平和的祖国再建に邁進 ため﹂に﹁支局を一層強化﹂する必要に即して﹁全 諸兄 挙
こぞ
つて年極直接読者の獲


























興亞細亞』や『民論』の支局路線を忠実に引き継いだ『労農』は︑先の『社告』が示す通 各地方支局における活動の目的 ﹁テキスト﹂ 事前読了を前提とした﹁討議﹂ 限定し︑それぞれの地方の個性や特質の発見には置かなかった︒　
一九四五年八月に前後する一定の時期︑疎開や敗戦を契機に︑東
北の地域性を再考しようとする言説が盛 上がりを見せる︒明治以降の都市文明 臨界を主張し農工一体 国家再生 主張 石原の言説もその一翼を担っていたが︑ここで ︑先にも触れた舩山信一が︑河北新報社発行の雑誌『東北文学』に発表したテクストを︑その代表的な例として参照しよう︒
保守主義は東北をしていつまでも封建的ならしめたものであつた︒東北人は器用ではない︑小利巧に立回ることが出来ぬ︒之
が明治維新の際に東北を立ちおくれさした所以である︒維新以後に於ても東北は遂 日本 リードする地位には立たなかつた︒然し東北は又あくまでも古きに立てこもつて亡びて行く程かたくなではなかつた︒後からではあるが結局新勢力について行つてその建設を全 らしめたの ある︒東北人が政治に︑経済に︑軍事に文化に幾多の人材を輩出さして︑いはゞ殿軍の役割を果したのである︒／私 この保守主義は然し日本 とつて貴重なものであらうと思ふ︒熱 易くさめ易い が日本人の特色といはれるが︑そ 欠陥を匡すものは正しく東北人 この保守主義である︒
︹︙︺
／日本国民の前途には今や長い忍苦の途が横た
わって居 之に耐えるこ が出来る 日本精神中特に東北的な分子 なけ ばならぬ︒ 
（舩山信一﹁東北的性格﹂ 『東北文学』一九四六年一月）
　﹁東北﹂という地域的な枠組みは︑明治以降の日本社会において












響を見ることもできるだろう︒しかし︑ セクト 郷土趣味﹂へ向けられた次のような批判 そう た枠内からは理解し得な ︒
















































治・文化の行動的統一と表現﹂と一歩踏み込んだ表現に書き換えられている︒これらは︑先述 ように﹁前衛﹂の人格的卓越性を担保するものと設定さ た﹁行動﹂概念によって︑ ﹁政治﹂と﹁文化﹂と双方の具体的な分別を揚棄し︑ ﹁詩魂﹂という抽象性においてそれを包括しようとす ものである︒また︑ ﹁地方的なるも ﹂とう文言の消去は︑そ 抽象化 企図によって ﹂の具体的な内実を探求する志向性 棄却されたことを反映しているが︑こうした発想が︑戦中から続く類型を継承し も でもあったことも既に論じ 通りである︒　
もちろん︑この﹁地方的なるもの﹂をめぐる変化は︑完全な転向︑
































本近代史における例外的な高揚期を迎える第二次世界大戦下の﹁東北﹂を巡る言説は︑中央都市の復興 進む戦後に至っ 再び沈静化していくことになる︒こうし 道行きは︑ ︿全体／部分﹀と う包摂構造に支えられ ﹁地方﹂表象が逃れ得ない隘路を指 示よう︒しかし︑ ﹁一国社会主義 と う具体的 イデオロギーの代わりに﹁行動文化﹂という抽象的な概念と結びつ ︑経験的な﹁地方﹂からの離脱を志向した『労農』第三号においては︑そう 相互補完的なアイデンティティ・ポリティクスは溶解し いる︒　
占領期地方文化運動としての『労農』に今なお省みられるべき特














































7）  ﹁動かざる大地に剛健にして優雅なる文化の殿堂を建設せんと︑文芸評論家山岸外史氏を委員長とする米沢青年文化連盟は︑去月二十四日米沢工専講堂で結成式を挙行し﹂ ︑ ﹁科学︑ 経済︑ 思想︑ 文化と各団体を設けスケジュールを組ん 大いに青年の文化啓蒙に働きかける筈﹂ （ 『米沢自由新聞』一九四六年三月十一日）と華々しいスタートを切った山岸外史の米沢における地方文化運動は︑しかし︑三年後の『米沢新聞』 （一九四九年十二月二十日）掲載の﹁文化団体〝散りぬるを〟 ﹂では﹁有象無象の文化団体と称するのが出現したがいずれも花火線香的な光彩を放ったのみ で ﹁終戦当時華々しく活動した米沢青年文化連盟は何時ともなく姿を消し﹂たと振り返られるのみで︑山岸のそ 後の 学活動の失速 いう条件も重なって︑現在までほとんど顧みられることがない︒この点については︑高橋秀太郎






























松浪信三郎﹁ 『火 聖女』の森英介﹂ （ 二月号） ︑ ﹁私





















































発行日からは前後関係が微妙ではあるが︑ 『民族 社会主義』 第三章
　














































































31）  『労農』の活動を終えた一九四八年︑ 藤は高田博厚宛に長文の書簡を二通送っているが︑その中に示される日本共産党に対する批判は︑こうした






いといふのだ︒民主民族戦線︑チトオの悲劇と呼ばれるユゴ共産党の出来事を耳にするまでもなく︑戦争の追ひつめられた袋小路の中で︑死よりも強い背理に対決し︑現実の圧力と戦ひをやめなかった目に見えない知識人達をも一束にからげてファシスト呼ばはりし反動ときめつけ︑内容としての社会主義︑形式として 民族を唱へてうそぶき︑満州事変以来の歴史的瞬間 は全く不存者でしかない︒合法舞台にも凡そ人間として可能な限りの良識を失はず無数の抵抗が行はれたのである︒最後の瞬間まで︒民族と ひ人民といふに も常に国家主義時代︑民主主義時代を問はずそれら 通して二つの異った立場からの
雑誌『労農』研究
171

















36）  ﹁我等の﹁労農﹂を強大せよ‼／新しき夢のために闘へ‼﹂ （ 『労農』第一巻第二号）の全文は以下のとおりである︒﹇
1　
編集方針﹈民族的コースに立つ民主革命実現のための具体的指導理
論の探求／工場・農村・あらゆる生産点に於ける指導層／心ある能動的知識分子に直接訴へる行動理論の創出／地方的な もの︱政治︱文化の重要性
　
認識
﹇
2　
編集網の確立﹈各地 の情報・意見を活発に交流
　
通信員の確立／
読者との共同編集／定期会員の論文掲載・相互研究
﹇
3　
頒布網の確立﹈三千部発行
　
三号実現／急速に
　
全国各地の誌友拡
大運動を展開せよ／一人の誌友は七名 同志を‼／書店からの読者は　
定期予約会員へ
　
支局の設置へ‼
﹇
4　
労農社の経営合作社運動﹈会員頒布制の確立／読者の共同経営の実
現へ
　
基金︑二万円を急速に獲得せねばならぬ／寄附金の募集に協力
せよ︒
（
37）  
河西英通『続・東北
︱︱
異境と原境のあいだ』中公新書︑二〇〇七年三月︑
終章﹁ 「深日本」としての東北﹂ ︒
（
38）  
一九四八年二月四日付高村光太郎宛佐藤徹書簡（市立米沢図書館蔵） ︒
